
問 答答 　

ゆ
ず
商
品
の
開
発
は

　

ゆ
ず
商
品
の
開
発
は

常
に
研
究
し
て
い
る
。

常
に
研
究
し
て
い
る
。

生
産
者
も
出
荷
に
あ
た

生
産
者
も
出
荷
に
あ
た

り
品
揃
え
を
す
る
等
の

り
品
揃
え
を
す
る
等
の

指
導
を
行
っ
て
い
く
。

指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　

曽
於
市
産
物
の
ブ
ラ

　

曽
於
市
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
努
力
は
し
て

ン
ド
化
に
努
力
は
し
て

い
る
が
、
曽
於
市
の
知

い
る
が
、
曽
於
市
の
知

名
度
が
上
が
る
産
物
の

名
度
が
上
が
る
産
物
の

研
究
、
曽
於
市
の
名
が

研
究
、
曽
於
市
の
名
が

も
っ
と
知
れ
渡
る
よ
う

も
っ
と
知
れ
渡
る
よ
う

な
方
法
を
考
え
実
行
し

な
方
法
を
考
え
実
行
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い

て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
か
。

　

速
効
性
が
期
待
で
き

　

速
効
性
が
期
待
で
き

な
い
の
で
地
道
に
行
っ

な
い
の
で
地
道
に
行
っ

て
い
き
た
い
。

て
い
き
た
い
。

24
年
度

主
な
決
算
質
疑

問答 　

財
部
町
の
オ
フ
ト
ー

　

財
部
町
の
オ
フ
ト
ー

ク
の
代
替
と
し
て
コ

ク
の
代
替
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を

ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を

導
入
す
る
計
画
で
あ
る

導
入
す
る
計
画
で
あ
る

が
、
今
後
、
大
隅
町

が
、
今
後
、
大
隅
町

と
末
吉
町
に
つ
い
て
も

と
末
吉
町
に
つ
い
て
も

導
入
す
る
計
画
が
あ
る

導
入
す
る
計
画
が
あ
る

か
。
か
。

　

大
隅
・
末
吉
に
つ
い

　

大
隅
・
末
吉
に
つ
い

て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ

て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
を
導
入
し
た
場

Ｆ
Ｍ
を
導
入
し
た
場

合
、
数
年
間
は
有
線

合
、
数
年
間
は
有
線

放
送
と
の
併
用
期
間
が

放
送
と
の
併
用
期
間
が

あ
る
の
で
、
大
隅
・
末

あ
る
の
で
、
大
隅
・
末

吉
に
つ
い
て
は
有
線
放

吉
に
つ
い
て
は
有
線
放

送
の
電
柱
の
撤
去
費
用

送
の
電
柱
の
撤
去
費
用

等
、
財
政
状
況
を
見
な

等
、
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
今
後
進
め
て
い
き

が
ら
今
後
進
め
て
い
き

た
い
。

た
い
。

　

財
部
町
に
つ
い
て
は

　

財
部
町
に
つ
い
て
は

先
行
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ュ

先
行
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ュ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
構
築
実
施

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
構
築
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
。

す
る
計
画
で
あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

答 問問 意
見

　

曽
於
市
の
救
急
医
療

　

曽
於
市
の
救
急
医
療

確
保
は
。

確
保
は
。

　

曽
於
医
師
会
立
病
院

　

曽
於
医
師
会
立
病
院

は
機
能
的
に
弱
体
化
し

は
機
能
的
に
弱
体
化
し

て
い
る
。
都
城
市
郡
医

て
い
る
。
都
城
市
郡
医

師
会
病
院
も
移
転
す
る

師
会
病
院
も
移
転
す
る

の
で
、
今
後
、
距
離
的

の
で
、
今
後
、
距
離
的

な
問
題
、
県
境
の
問
題

な
問
題
、
県
境
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ

を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

で
あ
る
。

　
　

今
後
の
曽
於
市
が

　
　

今
後
の
曽
於
市
が

目
指
す
救
急
医
療
の
確

目
指
す
救
急
医
療
の
確

保
に
つ
い
て
方
向
性
を

保
に
つ
い
て
方
向
性
を

わ
か
り
や
す
く
示
す
努

わ
か
り
や
す
く
示
す
努

力
を
求
め
る
。

力
を
求
め
る
。

　

ゆ
ず
の
加
工
量
が
限

　

ゆ
ず
の
加
工
量
が
限

界
に
き
て
増
植
は
控
え

界
に
き
て
増
植
は
控
え

て
い
る
状
況
で
あ
る

て
い
る
状
況
で
あ
る

が
、
予
冷
施
設
を
平
成

が
、
予
冷
施
設
を
平
成

2424
年
度
で
完
備
し
た
の

年
度
で
完
備
し
た
の

で
ゆ
ず
商
品
の
開
発
を

で
ゆ
ず
商
品
の
開
発
を

進
め
、
生
産
者
の
収
入

進
め
、
生
産
者
の
収
入

が
も
っ
と
増
え
る
方
法

が
も
っ
と
増
え
る
方
法

を
考
え
る
べ
き
で
は
な

を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

い
か
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

 平成 24年度一般会計・国民健康保険特別会計など６会計の決算は

各常任委員会に付託され、慎重に審査を行いました。

　審査の結果、10月 10日の本会議において報告され、それぞれ認

定しました。

　12月定例会は、12月４日から開会し、12月 24日までの 21

日間の日程で開かれました。

　定例会では、平成25年度予算の補正に関するものの他、議案23件、

諮問１件、同意案７件、発議２件、陳情１件などを審議・議決しました。

　また、川内原発の拙速な再稼働に反対する陳情について採択し、三

州カントリークラブ存続に関する要望が決議されました。

今後に生かせ!

平成25年３月末現在の
した額
を含む）

１０３億　４９４万円
３００億９，７１１万円

261,000円
761,000円

あたりの
借金



決算を認定!!
市民一人
 貯金と

一般会計決算

平成24年度 歳出総額340億円
貯　金
借　金

基金（貯金）総額
市債（借金）総額

平成24年度　会計別決算状況 （千円以下切り捨て）

※一人あたりの金額は、
　人口３９，５３８人で除
　（一般会計と特別会計

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額
一　般　会　計 225億 9,925万円 217億 2,043万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 63億3,167万円 60億 7,109万円
後 期 高 齢 者 医 療 5億　367万円 5億　215万円
介 護 保 険 48億6,018万円 46億 1,058万円
公 共 下 水 道 事 業 2億9,687万円 2億8,437万円
生活排水処理事業 9,842万円 9,641万円

水道事業
（収益的） 5億6,257万円 4億5,482万円
（資本的） 7,500万円 2億6,313万円

合　　計 353億 2,765万円 340億　302万円
前年比 97％ 95.5％

平成 24 年度主な事業
●財部中学校校舎等改修整備事業・・・・・・・・・・・・・ 6億 1千万円
●ゆず冷凍施設整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億 1千万円
●健康増進施設整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3億 2千万円
●地域振興住宅建設事業・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3億 5千万円

積立金 積立金 
6億5,538万円（3.0%）6億5,538万円（3.0%）

人件費 人件費 
31 億 7,597 万円31 億 7,597 万円
（14.6%）（14.6%）

消費的経費消費的経費
111 億 4,346 万円 111 億 4,346 万円 
（51.3%）（51.3%）

投資的経費投資的経費
44 億 5,733 万円 44 億 5,733 万円 
　　（20.5%）　　（20.5%）

その他その他
61 億 1,964 万円61 億 1,964 万円
 （28.2%） （28.2%）

歳出合計
217億 2,043 万円

物件費 物件費 
24 億 1,590 万円24 億 1,590 万円
　（11.1%）　（11.1%）

維持補修費 
2 億 6,947 万円
（1.3%）

扶助費扶助費
35 億 6,167 万円35 億 6,167 万円
（16.4%）（16.4%）

普通建設事業費普通建設事業費
42 億 5,427 万円42 億 5,427 万円
（19.6%）（19.6%）

補助費等補助費等
17 億 2,045 万円17 億 2,045 万円
（7.9%）（7.9%）

災害復旧事業災害復旧事業
 2 億 306 万円 2 億 306 万円
（0.9%）（0.9%）

公債費 公債費 
32 億 5,552 万円32 億 5,552 万円
（15.0%）（15.0%）

繰出金繰出金
22 億 874 万円22 億 874 万円
（10.2%）（10.2%）

歳入合計
225億 9,925 万円

市税市税
29 億 2,479 万円 29 億 2,479 万円 
（12.9%）（12.9%）

分担金及び負担金 2 億 7,698 万円（1.2%）分担金及び負担金 2 億 7,698 万円（1.2%）
使用料及び手数料 2 億 9,505 万円（1.3%）使用料及び手数料 2 億 9,505 万円（1.3%）

繰入金繰入金
3億8,248万円（1.7%）3億8,248万円（1.7%）
財産収入財産収入
1億 2,521 万円（0.6%）1億 2,521 万円（0.6%）
寄附金寄附金
8,290 万円（0.4%）8,290 万円（0.4%）
繰越金繰越金
3億 4,935 万円（1.5%）3億 4,935 万円（1.5%）

諸収入諸収入
2億 7,233 万円（1.2%）2億 7,233 万円（1.2%）

地方譲与税地方譲与税
2億 6,929 万円2億 6,929 万円
（1.2%）（1.2%）

その他の財源その他の財源
4億 311 万円4億 311 万円
（1.7%）（1.7%）

自主財源自主財源
47 億 909 万円47 億 909 万円
（20.8%）（20.8%）

依存財源依存財源
178 億 9,016 万円 178 億 9,016 万円 
（79.2%）（79.2%）

地方交付税地方交付税
95 億 5,995 万円95 億 5,995 万円
（42.3%）（42.3%）

国庫支出金国庫支出金
 22 億 6,975 万円 22 億 6,975 万円
（10.1%）（10.1%）

県支出金県支出金
 16 億 5,916 万円 16 億 5,916 万円
（7.4%）（7.4%）

市債市債
37 億 2,890 万円37 億 2,890 万円
（16.5%）（16.5%）



☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市
一
般
会

計
予
算
の
補
正

（
賛
成
多
数　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
歳
入
に
つ
い

て
は
、
国
庫
支
出
金
の
障
害
者

自
立
支
援
事
業
費
補
助
金
１
１

１
６
万
８
千
円
や
、
県
支
出
金

の
安
心
こ
ど
も
基
金
総
合
対
策

事
業
費
補
助
金
２
億
２
２
８
８

万
９
千
円
の
追
加
、
ま
た
、
市

債
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
等
整
備
事
業
２
億

５
８
９
０
万
円
の
減
額
が
主
な

も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
事
業
の

中
止
に
よ
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
整
備

事
業
３
億
１
０
６
０
万
円
の
減

額
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
１

６
９
３
万
７
千
円
及
び
保
育
所

運
営
費
の
保
育
所
緊
急
整
備
事

業
２
億
４
６
８
１
万
２
千
円
、

育
英
奨
学
資
金
基
金
へ
の
操
出

金
５
千
万
円
の
追
加
が
主
な
も

の
で
す
。

☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
の
補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
歳
入
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

を
６
２
１
９
万
６
千
円
追
加
し

て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の

増
に
伴
い
保
険
給
付
費
を
６
２

１
３
万
３
千
円
、
総
合
健
康
管

理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
う
た

め
、
保
健
事
業
費
を
６
万
３
千

円
追
加
し
て
い
ま
す
。

☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
の

補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
保
険
料
の

還
付
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入
に

つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
保

険
料
還
付
金
を
30
万
円
追
加
し
、

歳
出
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
被

保
険
者
へ
還
付
す
る
た
め
、
諸

支
出
金
を
30
万
円
追
加
し
て
い

ま
す
。

☆ 

平
成
25
年
度
曽
於
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
の
補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
保
険
給
付

費
や
地
域
支
援
事
業
費
の
追

加
に
よ
る
も
の
が
主
な
も
の
で
、

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
を
２
１
５
万
円
、
繰
入
金
を

１
８
１
万
１
千
円
、
繰
越
金
を

２
８
７
万
２
千
円
追
加
す
る
の

が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
や
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
費
、
特
定
入
所

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費
の
増
に

よ
り
、
保
険
給
付
費
を
３
６
７

万
３
千
円
追
加
し
、
包
括
的
支

援
事
業
・
任
意
事
業
費
の
増
に

よ
り
、
地
域
支
援
事
業
費
を
２

６
７
万
１
千
円
追
加
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
介
護
保

険
事
業
費
の
精
算
に
よ
り
、
諸

支
出
金
を
１
７
１
万
７
千
円
追

加
し
て
い
ま
す
。

☆ 
平
成
25
年
度
曽
於
市
水
道
事

業
会
計
予
算
の
補
正

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
収
益
的
支
出

に
よ
る
も
の
で
、
末
吉
上
水
道

事
業
橋
野
浄
水
場
送
水
ポ
ン
プ

修
繕
費
63
万
７
千
円
や
末
吉
簡

易
水
道
事
業
高
岡
水
源
地
取
水

ポ
ン
プ
修
繕
費
64
万
７
千
円
の

追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

☆ 

曽
於
市
山
中
貞
則
顕
彰
館
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

郷
土
の
誇
り
で
あ
る
山
中
貞

則
氏
の
功
績
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
先
人
の
顕
彰
及
び
将
来
を

担
う
若
者
の
勉
学
修
行
の
場
並

び
に
地
域
住
民
の
憩
い
及
び
交

流
の
場
を
創
出
す
る
た
め
の
施

設
と
し
て
、
設
置
す
る
も
の
で
す
。

☆ 

曽
於
市
育
英
奨
学
資
金
貸
与

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

短
期
大
学
及
び
大
学
等
に
在

学
し
て
い
る
者
に
対
す
る
貸
与

額
を
２
万
５
０
０
０
円
か
ら
４

万
円
に
、
償
還
期
間
を
５
年
以

内
か
ら
貸
与
期
間
の
２
倍
の
年

数
（
上
限
10
年
）
に
改
め
る
内

容
が
主
な
も
の
で
す
。

☆ 

曽
於
市
曽
於
高
等
学
校
総
合

支
援
対
策
事
業
実
施
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て（全

会
一
致　

可
決
）

　

全
国
大
会
等
出
場
支
援
事
業

の
対
象
基
準
「
全
国
大
会
」
に
、

こ
れ
ら
と
同
等
で
あ
る
と
教
育

委
員
会
が
認
め
る
大
会
を
加
え

る
た
め
の
一
部
改
正
で
す
。

☆ 

曽
於
市
県
立
３
高
等
学
校
総

合
支
援
対
策
事
業
実
施
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

新
規
事
業
と
し
て
大
学
等
進

学
祝
金
贈
呈
事
業
等
を
適
用
す

る
た
め
の
一
部
改
正
で
す
。

　

事
業
の
内
容
は
保
護
者
が

市
内
に
住
所
を
有
す
る
生
徒

で
、
３
高
校
を
卒
業
後
、
引
き

続
き
４
年
生
大
学
等
に
進
学
し
、

６
ヵ
月
以
上
在
籍
し
た
者
の
う

ち
高
校
３
年
次
に
お
い
て
学
力

が
平
均
水
準
以
上
、
も
し
く
は

今
後
学
力
の
向
上
が
期
待
し
得

る
者
、
ま
た
は
芸
術
も
し
く
は

ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
著
し
い
好
成

績
を
収
め
た
も
の
で
、
校
長
が

推
薦
す
る
者
に
対
し
て
３
万
円

を
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し

て
推
薦
す
る
た
め
、
議
会
に
意

見
が
求
め
ら
れ
適
任
と
し
ま
し

た
。

【　
条　

例　

】
【人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

】

ー
12
月
定
例
会
ー

【　
予　

算　

】



永
山
た
み
子
氏（
再
任
）62
歳

大
隅
町
坂
元
４
４
９
番
地
１

※
任
期
は
平
成
26
年
４
月
か
ら

の
３
年
間
で
す
。

　

副
市
長
と
し
て
、
左
記
の
二

人
の
選
任
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り

同
意
し
ま
し
た
。

八
木　

達
範
氏　
　

64
歳

大
隅
町
月
野
１
１
６
７
番
地
２

大
休
寺
拓
夫
氏　
　

57
歳

末
吉
町
南
之
郷
７
４
５
９
番
地

※
任
期
は
４
年
間
で
す
。

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
左
記
の
委
員
を
同
意
し
ま

し
た
。

長
野
か
お
り
氏　
　

48
歳

財
部
町
南
俣
５
３
３
１
番
地
５

※
任
期
は
４
年
間
で
す
。

　

監
査
委
員
と
し
て
左
記
の
委

員
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
同
意

し
ま
し
た
。

野
村　

行
雄
氏　
（
66
歳
）

大
隅
町
中
之
内
５
６
５
７
番
地

※
任
期
は
４
年
間
で
す
。

☆
川
内
原
発
の
拙
速
な
再
稼
働

に
反
対
す
る
意
見
書

　

平
成
23
年
３
月
の
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
と
そ
れ
に
よ

る
津
波
が
も
た
ら
し
た
福
島
原

発
震
災
の
結
果
、
今
な
お
、
放

射
能
汚
染
被
害
に
よ
り
く
ら
し

が
破
壊
さ
れ
、
汚
染
水
漏
れ
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
事
故
は
い

ま
だ
に
収
束
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
九
州
電
力
は
、
川
内
原

発
１
・
２
号
機
の
早
期
の
再
稼

働
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
住
民
の
安
全
・
安

心
が
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
川
内

原
発
の
拙
速
な
再
稼
働
に
つ
い

て
反
対
す
る
意
見
書
を
、
提
出

し
ま
し
た
。

【教
育
委
員
の
任
命
】

【監
査
委
員
の
選
任
】

【副
市
長
の
選
任
】

鹿
児
島
県
知
事
へ
提
出

提出

【指定管理者一覧】
番号 施　設　名 指定管理者 指定管理期間

1 大隅弥五郎伝説の里 社会福祉法人 曽於市社会福祉協議会 平成 26.4.1 ～平成 31.3.31

2
曽於市末吉農産物等直販施設・
活性化施設（道の駅すえよし）

株式会社 メセナ末吉 平成 26.4.1 ～平成 31.3.31

3 曽於市財部保健福祉センター 社会福祉法人 曽於市社会福祉協議会 平成 26.4.1 ～平成 31.3.31

4 財部デイサ－ビスセンタ－ 社会福祉法人 曽於市社会福祉協議会 平成 26.4.1 ～平成 31.3.31

5 末吉デイサ－ビスセンタ－ 社会福祉法人 曽於市社会福祉協議会 平成 26.4.1 ～平成 31.3.31

6 大隅デイサ－ビスセンタ－ 社会福祉法人 曽於市社会福祉協議会 平成 26.4.1 ～平成 31.3.31

7 曽於市ゆず冷凍保管庫 株式会社 メセナ食彩センタ－ 平成 26.4.1 ～平成 31.3.31

三
州
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
存

続
に
関
す
る
決
議

　

曽
於
市
末
吉
町
深
川
に
あ
る

三
州
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

昭
和
60
年
８
月
に
開
場
後
、
28

年
に
わ
た
り
曽
於
市
の
ゴ
ル
フ

場
と
し
て
市
内
外
を
問
わ
ず
多

く
の
方
々
に
愛
さ
れ
利
用
さ
れ

て
き
た
。

　

本
施
設
は
、
曽
於
市
唯
一
の

ゴ
ル
フ
場
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

市
民
の
憩
い
の
場
・
社
交
の
場

と
し
て
、
ま
た
雇
用
の
場
と
し

て
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大

変
重
要
な
施
設
で
あ
る
。 

　

ゴ
ル
フ
競
技
は
、
レ
ジ
ャ
ー

と
し
て
の
み
で
は
な
く
、憩
い
・

健
康
づ
く
り
の
場
・
交
流
の
場

と
し
て
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の

方
ま
で
気
軽
に
プ
レ
イ
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
競
技
人
口
の

増
加
も
期
待
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
雇

用
の
維
持
・
交
流
人
口
の
増
加
・

健
康
増
進
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

重
要
な
施
設
と
し
て
、
三
州
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
存
続
を
強

く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
25
年
12
月
24
日

曽
於
市
議
会

意　
見　
書


